
令和３年度第２回 とっとり女性活躍ネットワーク会議 

 

日時：令和３年１０月１３日（水） 

午後２時半 ～ ３時半 

                  会場：ホテルセントパレス倉吉（対面） 

※対面及びリモート形式による開催 

  

 

次第 

１ 開会 

  

 

２ 議題 

（１）「新しい日常」での女性活躍推進のための提言（案） 

 

（２）「ワーク・ライフ・バランスキャンペーン」期間の企業等への働きかけについて 

 

 

３ 閉会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料 

１ 「新しい日常」での女性活躍推進のための提言（案） 

 ２ 「女星活躍とっとり会議」の開催について 

  ３ ワーク・ライフ・バランスキャンペーン期間の企業等への働きかけについて 



～コロナ危機を働き方改革のチャンスに～ 

「新しい日常」での女性活躍推進のための提言（案） 

 

 

企業にとって従業員は財産であり、従業員が健康でやりがいを持って生き生きと輝けるよう、従業

員の働きやすさ、家庭との両立のための環境を整えることは経営者の大切な役割だと考えます。 

今般の新型コロナウイルスの感染拡大は、私たちの生活や雇用に大きな影響を与えました。 

長引くコロナ禍のもとで価値観の多様化が進むとともに、自粛生活により、男女ともに家事・育児・

介護の時間が増え、ワーク・ライフ・バランスを重視する意識が高まり、テレワークや時差出勤など

働く場所や時間を限定しない多様で柔軟な働き方への関心が一層高まっています。 

一方、感染拡大下における自粛ムードの浸透に伴い、飲食・宿泊業などのサービス業を中心に雇用

情勢が悪化し、とりわけ非正規労働者は厳しい状況を強いられています。 

新型コロナウイルスの感染拡大という未曽有の危機を危機のまま終わらせてはいけません。ピンチ

はチャンス！ 

こうした社会の意識変革や課題の顕在化は、誰一人取り残さない多様性と包摂性のある社会を実現

する絶好の機会と捉え、「新しい日常」において、全ての人が安心して働き続け、性別に関わりなく多

様な分野で能力を発揮できるよう、次のような取組を提案します。 

 

 

１ ワーク・ライフ・バランスキャンペーン期間における取組促進 

鳥取県が島根県と連携して実施しているワーク・ライフ・バランスキャンペーン期間（11 月 1

日から 11 月 30 日まで）に合わせて、従業員が家庭や地域を大切に過ごすことができるよう、イ

クボス・ファミボスとして、定時退社や休暇取得の働きかけを行いましょう。 

 

２ 新しい働き方・人材活用方法の導入検討 

性別や雇用形態に関わりなく誰もが能力を発揮し、安心して働き続けることができるよう、テ

レワークや時差出勤・フレックスタイム制度など新しい働き方や、雇用シェア（在籍型出向）、短

時間正社員など多様な人材活用方法の導入を考えてみましょう。 

 

  令和３年１０月  日 

                   とっとり女性活躍ネットワーク会議 

 

資料 １ 



「女星活躍とっとり会議」の開催について 

女性活躍推進課 

 

 

令和３年度第１回女星活躍とっとり会議開催概要 

【開催日時】10/26（火） １０：００～１１：００ 

【開催形式】 リモート方式 

【議   題】 （１）鳥取県女性活躍推進計画の取組結果及び今後の取組について 

（２）「新しい日常」での女性活躍推進について 

⇒女性活躍ネットワーク会議から提言を行う。 

 

 

【近年の開催状況・女性活躍ネットワーク会議からの提言内容】（例年、年１回開催） 
H28.8.19 構成団体に大学、銀行協会を追加、女性活躍ネットワーク会議からから提言 

※提言内容：イクボスの拡大（毎月19日を「イクボスの日」とする）、働き方の見直し、男女ともに活

躍できる取組促進 

提言読み上げ：八嶋さん 

H29.5.22 女性活躍推進計画の進捗管理・検証、改定案について協議、会議の名称を「女星活躍とっとり会議」へ改

称 

H30.5.18 女性活躍推進計画の進捗管理・検証、平成30年度の取組について協議 

R1.7.30  女性活躍推進計画の進捗管理・検証、令和元年度の取組について協議、女性活躍ネットワーク会議から提言 

※提言内容：イクボス・ファミボスの推進、働き方の見直し、男女ともに活躍できる取組促進 

 提言読み上げ：田村さん（趣旨説明）、野澤さん（提言読み上げ） 

R2.10.21 会長選任、第2次鳥取県女性活躍推進計画（案）について協議、女性活躍推進計画の進捗管理・検証 

R2.11.20 （書面開催）第2次鳥取県女性活躍推進計画（素案）について意見聴取 
 
 
 

【参 考】 
※女星活躍とっとり会議 

「輝く女性活躍加速化とっとり会議」として、平成２６年７月に経済団体・労働団体・行政が一体となって設置
した女性活躍の推進主体。※平成２９年度第１回輝く女性活躍加速化とっとり会議（平成２９年５月２２日開催)にて改称 
組織：会長 宮﨑正彦（鳥取県経営者協会会長） 
（構成団体）鳥取県商工会議所連合会、鳥取県商工会連合会、鳥取県中小企業団体中央会、鳥取県経営者協会、

日本労働組合総連合会鳥取県連合会、国立大学法人鳥取大学、公立鳥取環境大学、鳥取短期大学・鳥取看護大
学、一般社団法人鳥取県銀行協会、鳥取労働局、鳥取県、市町村、とっとり女性活躍ネットワーク会議メンバ
ー 

※とっとり女性活躍ネットワーク会議 
 経済団体、労働団体、行政が一丸となって女性活躍に取り組む「女星活躍とっとり会議」において、女性の視点
で、女性活躍のための仕掛けを企画、実施する組織として設置。 ※メンバー（１４名） 
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「ワーク・ライフ・バランスキャンペーン」期間の企業等への働きかけについて 

女性活躍推進課 

 

１ 背景 

・誰もが地域や職場など様々な場でいきいきと活躍できる社会を目指し、家事・育児、介護等の負担が女性

に偏りがちな状況を解消するため、毎年１１月に、鳥取県が島根県と連携して実施しているワーク・ライ

フ・バランスキャンペーンの期間に合わせて、県内企業において有休休暇取得促進、ノー残業デー、ノー

残業ウィークの実施等に取り組んでいただけるよう企業への働きかけを行うこととしていたところ。 

・新型コロナウイルス感染拡大の影響により、価値観の多様化が進むとともに、男女ともに家事・育児・介

護の時間が増えたことでワーク・ライフ・バランスを重視する意識が高まり、テレワークや時差出勤など

多様で柔軟な働き方への関心が一層高まっている。 

２ 経緯 

・女性活躍ネットワーク会議（R3.7.7開催）において、提言及び啓発物品の作成を提案。 

 【女性活躍ネットワーク会議での意見】 

・男性が料理している様子をYouTubeで公開するなどしてはどうか。グッズを配って終わりということにならな

いようにしてほしい。動画で閲覧者カウントをすれば、それはそれで閲覧者を報告として挙げることができる

ので、管理としては良いのではないか。 

・企業にとってメリットがあり、企業価値が上がるものだと取組への意欲に繋がる。動画作成に協力する企業に

とっては、自社の働きやすい環境をPRして人材確保に繋げたいという気持ちが強いと思うので、会社のHPに

掲載する方が企業側にも閲覧者（求職者）にとってもメリットがある。 

・女性活躍ネットワーク会議での意見を踏まえて、動画及び啓発物品を作成し、働きかけの実行手段とす

ることとした。 

 

３ 取組状況 

 動画作成 

〔動画の内容〕 

・経営者インタビュー、会社での様子、家庭（家事・育児・介護など）・地域（自治会活動など）での様

子、従業員からの評価等を紹介する。 

・１本あたり5分～10分程度。 

〔実施方法〕 

・動画の公開の媒体としてYouTubeの活用を想定。 

・県ホームページ、紹介した企業のホームページをはじめSNS等多様な媒体で動画を紹介。 

〔出演者〕 

〇株式会社遠藤農園 代表取締役社長 小山由香さん（女性） 

 （八頭郡八頭町安井宿434／造園業／従業員数10名） 

※地域活動（R29活性化協議会など）に取り組んでいる。 

〇有限会社山本精機 代表取締役 山本康夫さん （男性） 

 （岩美郡岩美町浦富610-7／製造業／従業員数45人） 

 ※趣味は、ジェットスキー、サップ、釣り。４人の子どもの父。 

〇庭工房JoyGarden（代表 山本 優さん）（男性） 

 （米子市角盤町3-94／造園業／従業員数7人） 

 ※小学校のPTA会長。高校時代からテニスをしている。 

資料 ３ 



 

 啓発物品（卓上ポップ）作成 

・配布先（案） 

以下の団体を通じて、各企業へ配布。 

・鳥取県商工会議所連合会（商工会議所4か所） 

・鳥取県商工会連合会（商工会18か所） 

・鳥取県経営者協会（役員7社） 

・鳥取県中小企業団体中央会 

・鳥取県銀行協会×10個 

・ホームページにデータを公開し、ダウンロードも可能とする。 

・数量 ６種類×2,000セット 

 








